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施策目標に関する中長期的な達成目標と指標（平成２５年度に実施する施策）

２　情報通信分野
の研究開発の重点
的推進

政策目標９　科学技術の戦略的重点化

達成目標 主な成果指標（アウトカム）／活動指標（アウトプット）

１　情報通信システムの低消費電力化な
ど、社会的課題解決のための革新的技術
が開発される。

【成果指標(アウトカム）】
①　成果の活用状況
（実績：活用事例／目標：研究開発の成果のイノベーション創出の貢献）

【活動指標(アウトプット）】
②　「社会システム・サービスの最適化のためのＩＴ統合システムの構築」の進捗状況（当該プ
ロジェクトの各年度の業務計画書との比較）
（２４年度実績：－/目標：２８年度・高効率化・省エネルギーや安全・安心の確保をはじめとし
た様々な課題達成に資するシステムとして、課題達成型ＩＴ統合システムを構築するための基
盤技術を確立する。）
③　「イノベーション創出を支える情報基盤強化のための新技術開発」の進捗状況（当該プロ
ジェクトの各年度の業務計画書との比較）
（２４年度実績：－/目標：２８年度・科学技術基盤としてのイノベーションを支える情報基盤に
ついて、耐災害性強化、データ処理能力の向上、低消費電力化を進めるため、最適なシステ
ム構成やデバイス等について研究開発を行い、課題達成に貢献する機能の強化、および被
災した東北地方の復興に貢献する新技術開発等をより一層推進する。）

○科学技術情報連携・流通促進事業
・基本的な科学技術情報を体系的に整備し相互に関連付けるとともに、内外機関との連携等を図
  り、科学技術情報の横断的な検索や分析を可能とするシステムを提供する。
・学協会の学術論文の電子ジャーナル発行のための共通システム環境(プラットフォーム)を提供
  することにより、我が国の優れた研究成果の発信迅速化と国際化を促進する。
・科学技術情報流通の加速化のため、データ収集元、研究開発、サービス利用者の間を機構が
  つなぐ新流通スキーム（情報循環モデル）のあり方について検討する。

（参考）関連する独立行政法人の事業

達成手段の概要

達成手段の概要

【施策の概要】
「第４期科学技術基本計
画」や「新成長戦略」等の
政府の方針に沿って、文
部科学省では、以下の２
つを大きな柱として、情
報通信分野における施
策目標達成のための取
組を推進する。
（１）情報通信システムの
低消費電力化など、社会
的課題解決のための革
新的技術開発が開発さ
れる。
（２）ビッグデータ利活用
のためのシステム研究等
により、国として実施すべ
き技術開発や人材育成
等の内容を具体化・明確
化する。

次世代ＩＴ基盤の構築に不可欠なハードウェアやソフトウェアの基盤技術について、大学等の研究ポ
テンシャルを有する研究拠点を中心とした産学官連携体制により研究開発を推進する。具体的な
研究開発課題は次の通り：
○情報科学技術を活用した社会全体のグリーン化・効率化のための統合的な先端基盤技術開
　 発
○科学技術基盤としてのイノベーションを支える情報基盤について、耐災害性強化、データ処理
   能力の向上、低消費電力化を進めるための研究開発
○ビッグデータ利活用のためのシステム研究等として、データ連携技術や、アカデミッククラウド
   環境構築の在り方の検討、ビッグデータ利活用のための人材育成ネットワーク形成等を実施

２　ビッグデータ利活用のためのシステム研
究等により、国として実施すべき技術開発
や人材育成等の内容を具体化・明確化す
る。

【成果指標(アウトカム）】
①　成果の活用状況
（実績：活用事例／目標：研究開発の成果のイノベーション創出の貢献）

【活動指標(アウトプット）】
②  「ビッグデータ利活用のためのシステム研究等」の進捗状況（当該プロジェクトの各年度の
業務計画書との比較）　（２３年度実績：－/目標：２７年度・ビッグデータ利活用ためのシステ
ム研究等として、データ連携技術等の具体的な研究開発方策の提示、アカデミッククラウド環
境構築に係る様々な課題の具体化・明確化、ビッグデータ利活用のための人材育成ネット
ワークの構築及び効果的・効率的なビッグデータ利活用人材の育成等を行う。）




